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防災・減災・県土強靱化

部会

・地域の様々な業種の方々が集まり、語れる場（ソフト・ハード両
面）を創出していくことが重要。
・その場に、行政や関連する民間事業者（例えば販売商社等）も混
じることで施策への反映や地域の取り組みが進むほか、地域経済の
循環が促進されるのではないか。
・それぞれの業種だけの施策、取り組みには限界感がある。業種を
超えた連携が新たな取り組みのカギとなっていくのではないか。ま
た、地域内の取り組みも同様であることから、積極的に他地域と連
携していくことも必要なのではないか。
・施策も同様であり、点ではなく横断的に面で捉えていくことが重
要ではないか。

・外国人材の受入に当たり、休日のレジャー等も含めた生活面のサ
ポートが必要である。

・空き家対策に関する、県や市町村の取り組みや役割分担が分かり
づらい。
・「防災と空き家」など地域が抱える他の身近な課題と連携させた
取組を推進する必要がある。

　活力ある地域の存続に当たっては、語れる場所や機会が必要ではな
いか。
　また、それぞれの業種単体での取り組みには限界があり、地域や業
種を超え、且つ、各種施策を横断的に組み合わせて進めていく必要が
あるのではないか。

外国人材の地域への定着・共生を図るためには、県や市町村による生
活サポートのバックアップが不可欠ではないか。

　地域にある劣化している空き家が目に付くようになり、台風の際に
空き家から資材が飛んでくるなど地域で不安の声もあり、相談先も分
からないような状況である。
　「防災と空き家」など、地域が抱える他の身近な課題と連携させた
取組を推進するべきではないか。

1 農林水産部会

他の専門部会からの提案

提案の概要 提案の趣旨など

部会資料－２


